
・・・ 実験結果を用いて、酸や塩基の濃度を計算で求める方法Ｂ 中和滴定Ｂ 中和滴定Ｂ 中和滴定Ｂ 中和滴定

≪酸・塩基の濃度と中和反応の量の関係≫≪酸・塩基の濃度と中和反応の量の関係≫≪酸・塩基の濃度と中和反応の量の関係≫≪酸・塩基の濃度と中和反応の量の関係≫

Ｈ ＯＨ Ｈ Ｏ中和反応とは ＋ →＋ － ２

（ ） （ ） （ ）１モル １モル １モル
１ ： １ ： １

水素イオン（Ｈ ）のモル数 水酸化物イオン（ＯＨ ）のモル数水 ＋ －＝

酸のモル 酸の価数 塩基のモル数 塩基の価数数 × ＝ ×数

酸のモル濃度 酸の体積 酸の価数 塩基のモル濃度 塩基の体積 塩基の価数× × ＝ × ×

ｃ’ ｖ’ ｎ’ｃ(ﾓﾙ／㍑) ｖ（㍑） ｎ （ﾓﾙ／㍑） （㍑）

ｃ’ ｖ’ ｎ’ｃ’ ｖ’ ｎ’ｃ’ ｖ’ ｎ’ｃ’ ｖ’ ｎ’ｃ × ｖ × ｎ ＝ × ×ｃ × ｖ × ｎ ＝ × ×ｃ × ｖ × ｎ ＝ × ×ｃ × ｖ × ｎ ＝ × ×

〔例題〕濃度の判らない１価の酸 を中和するのに、 の水酸化カルシウム２００ｍｌ ０．１（ﾓﾙ／Ｌ）
溶液 を要した。酸のモル濃度を求めよ。３００ｍｌ

〔解答〕酸のモル濃度をｃ とする。また、水酸化カルシウムは２価の塩基。（ﾓﾙ／Ｌ）
のモル数は、 ｃ×ｖ×ｎ だから （モル） ①Ｈ ・・・・＋ ｃ × ×１０．２

ＯＨ ｃ’ ｖ’ ｎ’ ・・・・②－のモル数は、 × × だから （モル）０．１ ０．３× ×２
①＝②の計算式を解いて、ｃ＝ （ﾓﾙ／Ｌ）となる。００．３

器具を見せる≪中和滴定に用いる実験器具・装置≫≪中和滴定に用いる実験器具・装置≫≪中和滴定に用いる実験器具・装置≫≪中和滴定に用いる実験器具・装置≫

↑（ ）ビュレット

↑（ ）ホールピペット

（溶液の測り方）

←（ ） （滴定の方法）コニカルビーカー

←（ ）メスフラスコ

器具名 使用目的 洗浄・前処理

（ ）ホールピペット 少量の溶液を正確に測りとる 使用する溶液で洗って使う 共洗い

）ビュレット 滴定に要した体積を求める 使用する溶液で洗って使う(共洗い

目的の濃度の溶液を作る 蒸留水でぬれたまま使ってよいメスフラスコ

濃度を求める溶液を入れておく 蒸留水でぬれたまま使ってよい
コニカルビーカー

（ ）（指示薬を加えておく） 含まれるモル数は変化しないから

Ｎ.Ｏ.２７
≪指示薬と変色域≫≪指示薬と変色域≫≪指示薬と変色域≫≪指示薬と変色域≫

。 、指示薬： 水溶液の によって色が大きく変化する薬品 酸や塩基は透明なのでｐＨ（ピーエイチ）
中和が終了した瞬間（中和点）を目で知るために水溶液に加える。

ｐＨ 水溶液が酸性か塩基性かを表す数値。ｐＨ７は中性、ｐＨ＞７は塩基性、ｐＨ＜７は酸性。：

変色域： 指示薬の色が変化する の範囲。指示薬ごとに範囲が異なる。ｐＨ

ｐＨ
指 示 薬 １０ １１１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

（ ）メチルオレンジ （ ）赤 黄

（ ）メチルレッド （ ）赤 黄

（ ） （ ）フェノールフタレイン 無色 赤

Ｃ 滴定曲線・・・中和滴定を行う際の水溶液の の変化を表す曲線Ｃ 滴定曲線・・・中和滴定を行う際の水溶液の の変化を表す曲線Ｃ 滴定曲線・・・中和滴定を行う際の水溶液の の変化を表す曲線Ｃ 滴定曲線・・・中和滴定を行う際の水溶液の の変化を表す曲線ｐＨｐＨｐＨｐＨ

中和点では は大きく変化する中和点では は大きく変化する中和点では は大きく変化する中和点では は大きく変化するｐＨｐＨｐＨｐＨ

練習４ 右図は、 の塩酸 、または０．１モル/Ｌ １０ｍｌ
の酢酸 に、 の水酸化０．１モル/Ｌ １０ｍｌ ０．１モル/Ｌ

ナトリウム水溶液、または のアンモニア０．１モル/Ｌ
水を加えていった場合の４通りのｐＨの滴定曲線と、
中和指示薬の変色域を示したものである。

ｄ(１) (ア) とＨＣｌ ＮａＯＨ
ｃ(イ) とＣＨ ＣＯＯＨ ＮａＯＨ３

ｂ(ウ) とＨＣｌ ＮＨ３
ａ(エ) とＣＨ ＣＯＯＨ ＮＨ３ ３

のそれぞれの中和反応に該当する曲線は、次のどの
組み合わせか。(ａ)～(ｄ)の記号で答えよ。

(ａ) Ｂ→Ｄ (ｂ) Ａ→Ｄ (ｃ) Ｂ→Ｃ (ｄ) Ａ→Ｃ

(２) (ア) と (イ) と の滴定を行う際の中和指示薬の使用にＨＣｌ ＮａＯＨ ＣＨ ＣＯＯＨ ＮａＯＨ３

ついて、それぞれ正しいものはどれか。(ｅ)～(ｇ)の記号で答えよ。

アはｇ(ｅ) メチルレッドが適切でフェノールフタレインは不適切
イはｆ(ｆ) フェノールフタレインが適切でメチルレッドは不適切

(ｇ) メチルレッドでもフェノールフタレインでもよい
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